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城田町長　施政方針
　
当
町
は
、今
年
５
月
１
日
に
町
制
施
行
６０

周
年
を
迎
え
、「
第
７
次
川
越
町
総
合
計
画

」が
ス
タ
ー
ト
し
、１０
年
後
の「
ま
ち
の
将
来

像
」を「
つ
な
が
る
笑
顔 

ず
〜
〜
〜っ
と
暮
ら

し
た
い
町 

か
わ
ご
え
」と
し
、そ
の
実
現
に
向

け
た「
ま
ち
づ
く
り
基
本
理
念
」と
し
て
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
笑
顔
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

３
つ
の
理
念
を
掲
げ
、令
和
３
年
度
の
主
な

事
業
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
事
業
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
や
中
小
企

業
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
料

補
助
事
業
に
優
先
か
つ
短
期
集
中
的
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、子
ど
も
医
療
費
助
成
窓
口

無
料
化
の
拡
充
や
、防
災・減
災
対
策
と
し

て
津
波
避
難
施
設
の
整
備
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
に
対
応
す
る
小・中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環

境
整
備
事
業
、老
朽
化
が
進
行
し
つ
つ
あ
る

地
区
公
民
館
の
改
修
に
向
け
た
老
朽
度
調

査
と
基
本
計
画
策
定
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
７
次
川
越
町
総
合
計
画
に
お
い
て
、重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
５
つ
の
重

点
施
策
の
方
針
に
沿
っ
て
の
基
本
方
針
と
主

要
事
業
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（※

施
政
方
針
の
中
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、

抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）　　
　
　

　

重
点
施
策
１
「暮
ら
し
を
守
る

　
　
　
　
　

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

　

基
本
方
針
「安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
防
災
・
消
防
・
救
急
」

・
亀
須
新
田
地
内
の
津
波
避
難
施
設
建
設
に

　

着
手
、
避
難
場
所
に
必
要
な
備
蓄
品
の
整

　

備
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
北
部
保
育
所
避
難
施
設
の
継
続
整
備
。

「交
通
安
全
・防
犯
」

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
、
第
２
期
防
犯
カ
メ

　

ラ
設
置
実
施
設
計
事
業
の
推
進
。　　
　
　
　

・
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
被
害
者
の
支
援
を
行

　

う
た
め
、
支
援
金
制
度
の
創
設
。　　
　
　
　
　

「環
境
共
生
」

・
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
徹
底
に
努
め
、
生
ご

　

み
等
の
堆
肥
化
事
業
の
拡
充
、
リ
サ
イ
ク

　

ル
の
推
進
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

重
点
施
策
２
「途
切
れ
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
と
学
び
の
推
進
」

　

基
本
方
針
「人
を
育
み
心
豊
か
な

　
　
　
　

暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

・
子
ど
も
医
療
費
現
物
給
付
の
対
象
を
義
務

　

教
育
終
了
ま
で
拡
大
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
学
童
保
育
事
業
で
は
、
よ
り
一
層
の
充
実
を

　

図
る
た
め
、
新
た
に
１
か
所
、
民
間
事
業
者
が

　

整
備
す
る
た
め
の
支
援
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
小
学
校
と
幼
稚
園
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
、

　

令
和
４
年
度
か
ら
民
間
委
託
に
よ
る
調
理
を

  

開
始
で
き
る
よ
う
準
備
。

・
中
学
校
の
建
て
替
え
令
和
８
年
度
の
竣
工
に

　

向
け
、
整
備
方
針
の
決
定
と
設
計
業
者
の
選

　

考
を
行
う
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
学
校
教
育
」

・
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
に
よ

　

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
生
涯
学
習
」

・
郷
土
資
料
館
の
撤
去
・
解
体
後
、
水
防
活
動

　

用
地
と
し
て
整
備
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
大
規
模
改
修
を
、
令

　

和
３
年
度
か
ら
２
か
年
に
わ
た
り
実
施
。　　

 

　

重
点
施
策
３
「元
気
に
活
躍
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
づ
く
り
の
推
進
」

　

基
本
方
針
「支
え
合
い
で
安
心
な

　
　
　
　
　

暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
保
健
・
医
療
」

・
特
定
不
妊
治
療
費
の
所
得
制
限
を
廃
止
。　　

・
妊
婦
歯
科
健
康
診
査
事
業
を
開
始
。　　
　
　

「地
域
福
祉
・高
齢
者
福
祉
・障
害
者
福
祉
」

・
高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
、
生
き
が
い
と

　

な
る
就
労
や
趣
味
の
活
動
の
場
の
確
保
に
向

　

け
て
、
地
域
住
民
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

　

体
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
取
り
組

　

む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
農
福
連
携
に
よ
る
障
害
者
等
就
労
環
境
整
備

　

事
業
の
推
進
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

重
点
施
策
４
「多
様
な
主
体
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
活
動
の
推
進
」

　

基
本
方
針
「協
働
と
信
頼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

「
地
域
活
動
」

・
地
区
公
民
館
改
修
事
業
の
推
進
。　
　
　

「
広
報
・
広
聴
」

・
今
年
度
か
ら
、
三
重
テ
レ
ビ
で
も
Ｐ
Ｒ
を

　

行
い
、
情
報
発
信
に
努
め
る
。　　
　
　
　
　
　

　

重
点
施
策
５
「ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
推
進
」

　

基
本
方
針
「便
利
で
活
気
あ
る

　
　
　

暮
ら
し
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ
る
様
々
な
情
報

　

の
収
集
や
、
災
害
時
の
情
報
収
集
手
段
を

　

確
保
す
る
た
め
、
公
共
施
設
公
衆
無
線

　

Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
事
業
を
実
施
。　　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
・
交
通
」

・
危
険
箇
所
へ
の
交
通
安
全
施
設
の
整
備
、

　

狭
あ
い
道
路
の
改
善
等
を
推
進
。　　
　
　
　

・
ふ
れ
あ
い
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

　

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
運
行
の
検
討
と
と
も

　

に
、
新
た
な
移
動
手
段
の
導
入
検
討
。　

 

将
来
像
を
目
指
す
過
程
に
お
い
て
、「
持
続

可
能
な
開
発
目
標・Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
エ
ス・デ
ィ
ー・

ジ
ー
ズ
）」の
目
標
達
成
に
も
町
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。町
と
し

ま
し
て
も
、町
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の
方
々

と「
ま
ち
の
未
来
」を
共
有
し
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

総
合
計
画
に
掲
げ
る
各
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ（
エ
ス・デ
ィ
ー・ジ
ー

ズ
）の
ゴ
ー
ル
へ
と
寄
与
す
る
。　
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621万6千円(0.1%)
1,420万円(0.2%)

500万円(0.1%)
191万6千円(0.0%)

3,348万2千円(0.5%)
120万1千円(0.0%)
7,500万円( 1.1%)

地方譲与税
分担金及び負担金
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
法人事業税交付金
自動車取得税交付金

環境性能割交付金
地方特例交付金
地方交付税
交通安全対策特別交付金
使用料及び手数料
寄附金
繰越金

5,239万6千円(0.8%)
4,319万3千円(0.6%)

250万円(0.0%)
1,000万円(0.2%)

500万円(0.1%)
2,600万円(0.4%)

1千円(0.0%)

令和３年度予算 決定！

歳出
６８億
4,000万円

町　税
43億7,644万7千円

(64.0%) 

繰入金　5億8,159万4千円

(8.5%)

国庫支出金　6億8,990万7千円

(10.1%)

県支出金　3億4,262万4千円

(5.0%)

地方消費税交付金　　　　3億1,000万円

(4.5%)

諸収入　1億5,655万6千円

(2.3%)

財産収入   　1億676万7千円

(1.6%)

その他　2億7,610万5千円 (3.4%)

（　　）内構成比率
総務費

9億2,570万

7千円

(13.5%)

諸支出金　2億7,848万5千円(4.1%)

衛生費　   5億3,347万4千円(7.8%)

消防費   　4億5,943万9千円(6.7%)

議会費              　9,895万円(1.4%)

農林水産業費  9,772万3千円(1.4%)

その他 9,421万円 (1.4%)

土木費

10億6,919万

7千円

(15.6%)

民生費
22億252万9千円

(32.2%)

教育費

10億8,028万

6千円

(15.8%)

公債費　　　　  5,106万9千円(0.7%)

商工費　　　　　3,313万3千円(0.5%)

災害復旧費　　　　　　　　 8千円(0.0%)

予備費　　　　　　　  1,000万円(0.1%)

〇　北部保育所避難施設建設事業
〇　津波避難施設建設事業
〇　公共施設無線LAN整備事業
〇　あいあいホール等大規模改修事業　
〇　郷土資料館解体撤去事業

９，４０４万円
１億７，３７２万円

１，５２２万円
５，１６４万円
２，６３９万円

注目
事業

歳 入
６８億
4,000万円
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施

政

方

針

新
年
度
予
算

　
歳
入
全
体
に
占
め
る
町
税
の

割
合
は
64
％
で
、
以
前
は
69
％
と

か
高
い
と
き
も
あ
っ
た
と
思
う

が
、
下
が
っ
て
き
た
要
因
は
何

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
固
定
資
産
税
の
償
却
資

産
の
大
規
模
分
減
収
が
大

き
な
原
因
。　
　
　
　
　

　
亀
須
と
北
部
保
育
所
の
避
難

施
設
に
ラ
ッ
プ
ト
イ
レ
は
幾
つ

設
置
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ラ
ッ
プ
ト
イ
レ※

に
つ
い

て
は
、亀
須
の
避
難
施
設
に

１
台
、北
部
保
育
所
に
あ

る
避
難
施
設
に
１
台
を
予

定
。ま
た
、簡
易
ト
イ
レ
は
、

亀
須
の
避
難
施
設
に
３
台
、

北
部
保
育
所
に
１
台
を
予

定
。　
　
　
　
　
　
　

※

ラ
ッ
プ
ト
イ
レ
と
は　
　
　
　

　

排
泄
物
を
自
動
で
袋
に
包
ん

で
、密
封
し
て
く
れ
る
新
し
い
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
。　　
　
　
　

　
亀
須
の
津
波
避
難
施
設
に
つ

い
て
、
着
工
日
と
完
成
予
定
日

は
い
つ
に
な
る
の
か
。
　
　
　
　
　

　

完
成
予
定
日
に
つ
い
て
は

年
度
末
を
予
定
。着
工
に
つ

い
て
は
、契
約
が
議
会
案
件

の
た
め
、６
月
議
会
に
上
程

す
る
予
定
。　
　
　
　
　

ＱＡ　
　ＱＡ　

　　ＱＡ

　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
何
％

進
ん
で
い
る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　

　

全
体
の
９８
．6
％
ま
で
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
が
進
ん
で
い
る
。　

　
地
籍
調
査
は
、
亀
崎
、
上
吉
、

南
福
崎
地
区
だ
が
、
こ
れ
は
１
０

０
％
達
成
で
き
そ
う
か
。
　
　
　
　

　確
定
は
で
き
な
い
が
、補

助
金
の
付
き
具
合
に
よって
、

そ
の
範
囲
で
最
大
限
の
事

業
を
す
る
。　
　
　
　
　

　
償
却
資
産
税
の
中
で
、
総
務
大

臣
が
配
分
す
る
償
却
資
産
税
と

い
う
の
が
あ
る
が
、
今
年
度
、
ま

た
昨
年
度
は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　３
年
度
分
が
１６
億
４
，９

３
７
万
３
千
円
で
２
年
度

分
が
16
億
８
，１
２
２
万
４

千
円
。　
　
　
　
　
　
　

　
学
童
保
育
事
業
が
、
現
在
の
５

か
所
か
ら
今
度
６
か
所
に
な
る
。

１
か
所
増
え
る
だ
け
で
１
,
２
０

０
万
円
予
算
が
増
え
て
い
る
が
、

１
か
所
だ
け
で
か
か
る
の
か
。
　

　
１
か
所
で
そ
の
ぐ
ら
い
の

金
額
は
支
出
し
て
い
る
。　

　
１
か
所
増
え
る
事
業
所
の
運

営
母
体
は
ど
こ
か
。
　
　
　
　
　
　
　

 

川
越
町
で
既
に
学
童
保
育

所
を
運
営
し
て
い
る
社
会

ＱＡ　
　ＱＡＱＡＱＡＱＡ

福
祉
法
人
が
１
か
所
立
ち

上
げ
る
予
定
。  

　
　
　

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
１８
台
に
増
え
た
が
、

ど
こ
に
あ
る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
北
小
学
校
、南
小

学
校
、中
学
校
の
体
育
館

が
増
え
て
１５
台
か
ら
１８
台
に

なっ
た
。　　
　
　
　
　
　

　
川
越
中
学
校
の
整
備
基
本
構

想
検
討
等
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、

行
政
側
、学
校
側
、Ｐ
Ｔ
Ａ

代
表
等
を
中
心
に
、調
整
し

た
い
。報
奨
金
１９
万
6
千

円
の
予
算
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

の
４
人
分
を
計
上
。　　
　

　
川
越
中
学
校
の
整
備
基
本
構

想
検
討
等
委
員
会
の
こ
れ
か
ら

の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
　
　

　令
和
３
年
度
に
基
本
構

想
、令
和
４
年
度
に
基
本

設
計
等
、令
和
５
年
度
に

実
施
設
計
、令
和
６
年
度

に
仮
設
校
舎
の
建
設
、令
和

８
年
度
に
竣
工
、令
和
９
年

か
ら
新
校
舎
に
入
れ
る
予

定
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
建
設
場
所
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　予
定
で
は
、旧
役
場
跡
地

に
仮
設
校
舎
を
建
て
、そ
の

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

間
に
、今
の
場
所
を
壊
し
て

建
て
直
し
、ま
た
戻
る
予
定

を
考
え
て
い
る
。　
　
　
　

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
民
間

委
託
で
、
令
和
３
年
度
に
給
食

セ
ン
タ
ー
の
業
者
選
考
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
令
和
４
年
度
か

ら
、
民
間
委
託
す
る
と
し
て
、
管

理
は
当
町
で
行
う
の
か
。
　
　
　
　

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、令
和

3
年
度
５
月
頃
の
給
食
セ

ン
タ
ー
運
営
委
員
会
で
内

容
を
周
知
す
る
。６
月
に
川

越
町
学
校
給
食
調
理
業
務

委
託
業
者
選
考
委
員
会
を

行
い
、選
考
基
準
や
、募
集

要
項
の
確
定
。７
月
に
募
集

要
項
を
公
表
し
、８
月
に
質

問
を
受
け
付
け
回
答
す
る
。

９
月
に
選
考
委
員
会
を
開

催
。１
次
審
査
は
書
類
審

査
、２
次
審
査
で
プ
レ
ゼ
ン

を
考
え
て
い
る
。１０
月
に
結

果
を
発
表
し
、１１
月
に
契
約
、

そ
の
後
、準
備
に
入
り
、業

務
を
令
和
4
年
４
月
か
ら

と
い
う
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

る
。委
託
の
内
容
は
、調
理

業
務
の
委
託
。職
員
は
優

先
的
に
今
働
い
て
い
る
調
理

員
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
く
。管
理
は
町
で
行
う
。

ＱＡ

　
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
自
主
事
業
の

関
係
で
、
具
体
的
に
い
つ
頃
か

ら
や
る
か
見
通
し
は
立
っ
て
い

る
の
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　自
主
事
業
は
安
全
対
策

を
し
っ
か
り
取
り
な
が
ら
と

考
え
て
お
り
、今
現
状
に
お

い
て
、国・県
か
ら
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
出
て
お
り
、７
月

ぐ
ら
い
か
ら
、で
き
れ
ば
始
め

て
い
き
た
い
。　
　
　
　
　

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
緊

急
通
報
装
置
と
は
。
　
　
　
　
　
　
　

　
セ
コ
ム
へ
の
委
託
事
業
と

な
っ
て
お
り
、ボ
タ
ン
を
押

す
と
セ
コ
ム
に
つ
な
が
っ
て
、

隊
員
が
駆
け
つ
け
る
サ
ー
ビ

ス
に
な
って
い
る
。　　
　
　

　
水
道
料
金
を
改
定
し
て
い
く

予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
の

こ
の
状
況
で
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、現

在
、町
の
水
道
会
計
が
料
金

収
入
で
赤
字
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
と
こ
ろ
を
ま
ず
解

消
し
た
い
が
、コ
ロ
ナ
の
変

異
株
と
か
感
染
拡
大
等
々

の
い
ろ
ん
な
話
が
あ
る
中
で
、

状
況
を
見
極
め
て
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
。　　
　
　

ＱＡＱＡＱＡ

予
算
特
別
委
員
会 

Q
＆
A
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施

政

方

針

新
年
度
予
算

議案のあらまし(全会一致)・議決結果

第1回　３月定例会
　令和３年第１回定例会は、３月３日から16日までの14日間の会期で行われた。
　初日は、７人の議員が町長、教育長に対して一般質問を行い、続いて町長より議案24件の提案があり、
審議後、３件を原案可決、承認した。議案21件は、各委員会に付託され、審査することとなった。
　最終日には、各委員会に付託された案件を全て原案可決した。

※付託先欄　総 …総務建設常任委員会　 教 …教育民生常任委員会　予 …予算特別委員会　即 …本会議即決

区分
議案
番号

議案

第9号

議案

第10号

議決
結果

議　　案　　名

あ　ら　ま　し 付託先

可決

可決

可決

令
和
3
年
度
予
算

令
和
2
年
度
補
正
予
算

そ
の
他

国民健康保険特別会計予算

事業勘定の予算総額は１１億１，４７０万円。

診療施設勘定の予算総額は１億３，７５０万円。

介護保険特別会計予算

予算総額は８億１，２４０万円。

議案

第11号

後期高齢者医療特別会計予算

予算総額は１億６，８７０万円。

議案

第12号

公共下水道事業特別会計予算

予算総額は９億５，３９０万円。

予

議案

第4号 可決

国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

事業勘定において１億１，６５１万円を減額し、予算総額を１１億７，６７７万１千円とする。

診療施設勘定において１９万８千円を減額し、予算総額を１億４，５０４万３千円とする。

予

可決
予

可決
予

議案

第3号
可決

一般会計補正予算（第７号）

４億７，１８７万１千円を追加し、予算総額を８９億５，９０５万７千円とする。

議案

第13号
水道事業会計予算 予

教

議案

第24号
可決

川越町道の路線の認定について

北福崎地区において、町道当新田中央線と北福崎５号線を結ぶ道路が宅地分譲による

開発行為で設置され、当町へ帰属されたことにより、町道として新たに認定を行うもの。

教総

可決
工事請負契約の変更について

「町道南福崎豊田一色線道路改良工事」の変更で、契約金額を２１４万９，４００円増額する。

議案

第2号

議案

第1号

議案

第5号
可決

介護保険特別会計補正予算（第３号）

３６４万１千円を減額し、予算総額を８億４，６５７万９千円とする。

教

議案

第6号
可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

６１３万８千円を追加し、予算総額を１億７，４５８万１千円とする。

教

議案

第7号
可決

公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

１，３９１万３千円を減額し、予算総額を９億５，７８５万円とする。

教

即

即

承認
専決処分について（令和２年度川越町一般会計補正予算（第６号））

新型コロナウイルスワクチンの接種に必要となる体制を確保・整備するため

８０万２千円を追加し、予算総額を８４億８，７１８万６千円とする専決処分の承認を求めるもの。

即

即



報告
第3号

議案のあらまし(賛否が分かれた案件)・議決結果

議案
第20号

議案
第21号

可決

可決

可決

可決

川越町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準を定める条例の一部改正について

川越町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部改正について

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

議案
第22号

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

川越町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める
条例の一部改正について

議案
第23号

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う経済的な支援のための水道料金の
特別措置に関する条例の一部改正について

報告
第1号

報告
第2号

一般会計・国民健康保険特別会計・介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・
公共下水道事業特別会計・水道事業会計　令和２年11月分・12月分・令和３年1月分。

例月出納検査の結果報告について

反対の理由

複合施設建設費という科目を予算書から削除するということは、

多額の経費を使った複合施設建設事業の風化にもつながる。

また、図書費は、図書室設立当時の金額に戻したというが、平成２７年、２８年は４００万円。

以来毎年減額されて来年度は２２０万円。図書室の増床をせずに図書費を減額するというのは、

町民の生涯学習の多様な読書の機会を減少させるという住民サービスの低下であると思う。

よって私は令和３年度予算に反対する。

定期監査の結果報告について

○三重郡議会議長会正副議長研修

議員派遣の報告について

―

―

―

―

―

―
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〇 …賛成　● …反対　※議長のため採決に加わらない

区分
議案
番号

議決
結果

議　　案　　名

あ　ら　ま　し

付託先

条
例
改
正
等

報
告

施

政

方

針

施

政

方

針

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

定

例

会

定

例

会

教

教

総

議案
第8号

予算総額は６８億４，０００万円。

一般会計予算

区
分

令
和
3
年

　

度
予
算

議案
番号

議決
結果

可決

議　　案　　名

あ　ら　ま　し

付託先 寺
本 

清
春

山
下 

裕
矢

安
藤 

邦
晃

伊
藤 

勝
也

栁
川 

平
和

寺
本 

由
美

松
岡 

正
敬

杉
本 

雅
照

早
川 

光
男

早
川 

茂
樹

予

※

教

教

教

教川越町国民健康保険税条例の一部改正について

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

可決
川越町国民健康保険条例の一部改正について

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

議案
第16号

可決
議案

第17号

教川越町介護保険条例の一部改正について

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。
可決議案

第18号

議案
第14号

可決

川越町犯罪被害者等支援条例の制定について

被害にあわれた方やそのご遺族の方々などが受けた被害の早期回復、軽減及び犯罪被害者等の
生活の再建に対する支援を行うとともに、犯罪被害者等を支える社会の形成を促進することを
目的に制定するもの。

議案
第15号

可決

川越町を美しくする条例の一部改正について

規程している文言等を現状に即した表現に改正するとともに、
不法投棄及び悪質なケースについての公表内容を新たに規定するもの。

教

教

議案
第19号

可決

川越町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

関係法令の改正に伴い当該条例の改正を行うもの。

3月補正予算の概要
第１回定例会における、一般会計及び特別会計補正予算の主な内容は下記のとおりです。

会計種別

一般会計

国民健康保険

特　別　会　計

人件費

各種検診委託料

三重県新型コロナウイルス感染症
拡大阻止協力金（負担金）

中小企業等持続化給付金

美し国三重市町対抗駅伝
実行委員会委託料

各種基金への積立金

人件費

事業の精査、実績等によるもの

△139万6千円

△1億1,511万4千円

その他、

事業の精査、

実績等による

△4,873万8千円

△1,020万7千円

△520万8千円

△4,460万円

△116万8千円

7億7,572万3千円

△775万6千円

△5,278万1千円

△3,325万4千円

△992万1千円

△408万1千円

△595万9千円

△2,293万1千円

△1,450万9千円

△4,273万9千円

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

（第７号）

（第4号）

4億7,187万1千円

△1億1,651万円

後期高齢者医療

特　別　会　計

保険料収入増に伴う、後期高齢者
広域連合納付金の増額

事業の精査、実績等によるもの

（第2号） 613万8千円

介護保険事業

特　別　会　計

人件費

事業の精査、実績等によるもの

△49万2千円

△314万9千円

△49万2千円

△314万9千円

（第3号） △364万1千円

公共下水道事業

特　別　会　計

人件費

事業の精査、実績等によるもの

△49万2千円

△314万9千円
（第3号） △1,391万3千円

補正金額 主な事業内容

常
任
委
員
会　
　

  

Q
＆
A

　

令
和
２
年
度
川
越
町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
７
号
)
の

所
管
事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

自
動
車
へ
の
後
付
け
安
全
運
転
支
援
装
置
の
補
助
金
で
、

２
０
０
件
の
予
算
が
15
件
と
少
な
る
す
ぎ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
の
方

法
は
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
啓
発
と
し
て
は
広
報
３
回
、各
戸
回
覧
２
回
、Ｈ

Ｐ
掲
載
、行
政
番
組
で
も
紹
介
し
、制
度
開
始
に
あ

た
り
各
デ
ィ
ー
ラ
ー
も
ま
わ
っ
て
説
明
を
し
た
。町

内
の
整
備
工
場
に
つ
い
て
も一件
ず
つ
回
り
制
度
開

始
の
周
知
を
し
て
い
る
。結
果
は
残
念
な
も
の
で
あ

る
が
、今
後
の
周
知
に
つ
い
て
は
、広
報
、回
覧
を
し

な
が
ら
、場
合
に
よ
っ
て
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
や
整
備
工

場
を
回
る
こ
と
も
考
え
る
。大
手
自
動
車
部
品
の

量
販
店
も
回
って
お
り
申
請
は
出
て
き
て
い
る
が
件

数
は
伸
び
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

装
置
の
安
全
性
が
ど
れ
く
ら
い
か
と
い
う
の
が
目
で
見

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
自
動
車
学
校
な
ど
で
実
験
し
、

目
に
見
え
る
こ
と
を
や
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。　　
　
　
　
　
　

　
自
動
車
学
校
で
も
計
画
を
し
て
い
た
が
、コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
関
係
で
開
催
で
き
な
か
っ
た
。　　
　

　

単
独
で
は
難
し
い
の
で
、デ
ィ
ー
ラ
ー
等
で
協
力

の
話
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。　　

　

　

　

　

　

　

　

◎ＱＡ　ＱＡ ❖ 

総
務
建
設
常
任
委
員
会

<< 次ページへ続く



・コロナ禍が長期化する中で、生活福祉資金の利用状況は
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・コロナ禍における住まいの確保・居住支援の強化は
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・貯水機能付給水管装置に補助金制度等設けては
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木
造
住
宅
補
強
の
予
算
が
毎

年
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
設

計
し
て
工
事
費
が
出
て
、
補
助

上
限
と
の
差
額
が
多
く
て
着
手

が
進
ま
な
い
と
思
う
が
、
補
助

率
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
の
か
。　　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
は
町
独
自
で
１５
万

円
の
上
乗
せ
を
し
て
お
り
、

県
下
で
も
ベ
ス
ト
３
に
入
る

補
助
を
し
て
い
る
。特
に
今

年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
少
な

く
な
っ
て
お
り
、今
後
も
普

及
啓
発
を
実
施
し
て
い
く
。

　

子
ど
も
広
場
の
改
良
工
事
は
、

ど
の
よ
う
な
工
事
を
行
っ
た
の
か
。

　
天
神
子
ど
も
広
場
に
つ
い

て
は
東
側
フ
ェ
ン
ス
の
嵩
上

げ
、豊
田
地
区
子
ど
も
広

場
に
つ
い
て
は
入
り
口
に
バ

リ
カ
ー※

を
設
置
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

バ
リ
カ
ー
と
は　
　
　
　
　

　
自
動
車
の
進
入・衝
突
防
止
や

歩
行
者
の
通
路
制
限
や
安
全
確

保
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
設
備
の

こ
と
。バ
リ
ケ
ー
ド+

カ
ー
の
造

語
と
言
わ
れ
て
い
る
。　　
　
　

　

　

　

　

　

ＱＡ　ＱＡ

　

令
和
２
年
度
川
越
町
一
般
会

計
補
正
予
算
(
第
７
号
)
の
所
管

事
項　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

の
１
,
８
６
３
万
９
千
円
減
、
特

に
保
育
士
と
幼
稚
園
の
教
職
員

の
減
額
が
非
常
に
大
き
い
が
そ

の
内
容
は
。
ま
た
コ
ロ
ナ
と
の

関
係
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

採
用
に
つ
い
て
は
、実
質

コ
ロ
ナ
と
の
関
係
で
減
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。幼
稚

園
は
、当
初
、３
歳
児
の
ク

ラ
ス
を
３
ク
ラ
ス
編
制
で
考

え
て
い
た
が
、２
ク
ラ
ス
の

編
制
が
で
き
た
の
で
、職
員

数
が
減
に
な
り
当
初
予
算

か
ら
減
額
。保
育
士
に
つ
い

て
は
、当
初
、保
育
士
の
ほ

う
が
３１
名
、保
育
士
が
必

要
と
い
う
形
で
募
集
を
か

け
て
い
た
が
、採
用
で
き
ず

に
１５
名
減
と
な
っ
た
。そ
の

分
に
つ
い
て
は
、パ
ー
ト
タ
イ

ム
の
職
員
を
増
員
し
、ま
た
、

派
遣
職
員
を
増
員
し
、待

機
児
童
が
出
な
い
よ
う
な

形
で
保
育
し
て
い
る
。　　

　 ＱＡ

　
　

コ
ロ
ナ
の
と
き
に
、
任
用
職

員
を
休
ま
せ
た
と
い
う
こ
と
は

実
績
と
し
て
あ
る
の
か
。　　
　
　

　　
学
校
が
休
み
に
な
り
、家

庭
等
で
子
供
を
見
る
方
が

な
く
仕
事
を
休
む
場
合
は
、

国
か
ら
の
通
達
に
基
づ
き

特
別
休
暇
で
対
応
し
た
。

　

産
後
ケ
ア
の
訪
問
事
業
だ
が
、

出
産
後
、
悩
ん
で
い
る
方
が
多

い
と
聞
く
の
で
、
最
初
か
ら
予

算
と
し
て
組
ん
で
、
も
っ
と
件

数
を
増
や
し
た
ほ
う
が
い
い
事

業
か
と
思
う
が
。　
　
　
　
　
　
　

　
産
後
ケ
ア
は
、需
要
も
増

え
て
き
て
い
る
。令
和
３
年

度
は
、少
し
件
数
を
多
く
し

て
、受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
を
少
し
充
実
さ
せ
、

予
算
計
上
を
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　

ＱＡ
　
　

ＱＡ

　

基
礎
学
力
充
実
教
員
加
配
講

師※

の
費
用
が
、
２
４
１
万
６

千
円
減
と
な
っ
た
が
、
対
応
は

で
き
た
の
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
当
初
の
見
込
以
上
に
、県

の
加
配
が
つ
い
た
た
め
、基

礎
学
力
充
実
講
師
を
減
ら

し
た
わ
け
で
は
な
く
、県
費

で
確
保
で
き
た
分
、町
費
の

減
と
な
っ
た
。　　
　
　
　

※

基
礎
学
力
充
実
教
員
加
配
講

   

師
と
は 

　
学
習
面
で
の
基
礎・基
本
の
徹

底
、学
習
習
慣
の
確
立
を
支
援
す

る
た
め
に
、き
め
細
か
い
指
導
を

可
能
と
す
る
た
め
の
非
常
勤
講

師
で
、令
和
２
年
度
は
小
中
学
校

に
12
人
配
置
し
ま
し
た
。　
　
　

　

　

　

　

Ｑ
　
　Ａ

　

令
和
２
年
度
川
越
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
(

第
４
号
)　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
の
内
容

は
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヘル
ス
ア
ッ
プ
事
業
は
、健

康
推
進
課
で
行
って
い
る
糖

尿
病
の
重
症
化
予
防
の
事

業
、特
定
健
康
診
査
の
受

診
勧
奨
を
行
って
い
る
事
業

等
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
案
件
は
、慎
重
審
査
を

行
い
、全
て
を
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

ＱＡ

常
任
委
員
会 

Q
＆
A
続
き

❖ 

教
育
民
生
常
任
委
員
会

◆   

審
査
の
内
容
及
び
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

7
人
の
議
員

7
人
の
議
員

7
人
の
議
員

・町としてＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進、取り組みは

・新婚カップルが当町に新居を構えてもらうための施策は

・図書室は住民サービスの場になっているか

・障害者等就労を目指す農福連携の今後は

・ボランティア拠点施設の整備は

・コロナ禍における町単独の補助事業延長の考えは

・事故が絶えない町内道路交差点の安全対策は

こ
こ
が
聞
き
た
い

・町としてＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の推進、取り組みは

・新婚カップルが当町に新居を構えてもらうための施策は

・図書室は住民サービスの場になっているか

・障害者等就労を目指す農福連携の今後は

・ボランティア拠点施設の整備は

・コロナ禍における町単独の補助事業延長の考えは

・事故が絶えない町内道路交差点の安全対策は
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一 般 質 問



再

施

政

方

針

施

政

方

針

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

定

例

会

定

例

会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

一

般

質

問

一

般

質

問

川越町議会だより 令和3年5月21日発行 10川越町議会だより令和3年5月21日発行11

　
　
　
　

 

政
府
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ※

　
　
　

推
進
本
部
で
は
、
各

自
治
体
に
対
し
て
も
積
極

的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
を
奨
励
し
て
い
る
が
、
当

町
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

と
取
り
組
み
の
現
状
は
。　

　

　

　
　
　

持
続
可
能
な
社
会

を
目
指
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理

念
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
が
、地
方
創
生
に

資
す
る
こ
と
か
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

を
原
動
力
と
し
た
地
方
創
生

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、経

済・社
会・環
境
の
三
側
面
に

わ
た
っ
て
地
域
課
題
の
解
決

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
、

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の一

層
の
充
実
と
深
化
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。そ
の
た
め
、町
の
取
り

　
　
組
み
と
し
て
は
、第
７
次

　
　

川
越
町
総
合
計
画
の「

　
　
社
会
環
境
の
変
化
と
ま

　
　
ち
の
展
望
」に
お
い
て
Ｓ

　
　
Ｄ
Ｇｓ
の
推
進
を
掲
げ

　
　
目
標
達
成
に
向
け
行

政
は
じ
め
民
間
企
業
者
、町

民
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
趣
旨
を
理

解
し
、行
動
で
き
る
よ
う
情
報

発
信
と
啓
発
に
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
町
民
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

　
　
　

関
す
る
認
識
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
、
総
合
計
画

の
基
本
施
策
や
単
位
施
策

の
冒
頭
に
17
の
ゴ
ー
ル
を

示
す
ア
イ
コ
ン
を
掲
載
し
て

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
ア

イ
コ
ン
と
そ
の
内
容
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
、総
合
計
画

の
施
策
が
17
の
目
標
の
達
成

に
繋
が
って
い
る
こ
と
を
示
す

一覧
表
を
資
料
編
に
掲
載
す

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　

町
長

企
画
情
報
課
長

　
　
　

「
広
報
か
わ
ご
え
」

　
　
　

に
も
ア
イ
コ
ン
を
採
用

し
て
は
。　
　
　
　　
　
　
　

　　
　
　
広
報
誌
は
内
面
が
２

色
刷
り
の
た
め
、ど
の
よ
う

な
形
で
掲
載
で
き
る
か
検
討

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

あ
る
調
査
で
、
Ｓ

　
　
　

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
心
が
低
い

自
治
体
が
多
い
と
い
う
調

査
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る

が
、
当
町
の
職
員
の
認
知
度

は

。　
　
　
　
　
　
　
　

企
画
情
報
課
長

　
　
　
認
知
度
は
高
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。よ
り一層
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
の
理
解
を
深
め
、目
標

達
成
に
向
け
て
の
意
識
を
高

め
る
た
め
、内
閣
府
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
の
受
講
を
計
画
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

※

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は　
　
　
　

　
２
０
３
０
年
ま
で
に
持
続

可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を
目

指
す
国
際
目
標
。２
０
１
５

年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
加
盟

国
の
全
会一致
で
採
択
さ
れ
、

17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
構
成
さ
れ
、地

球
上
の「
誰一人
取
り
残
さ
な

い
」こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。　

　

　

　

　

　

　

企
画
情
報
課
長

山下 裕矢 議員

　
　
　
「
早
い
時
期
か

ら
の
情
報
の
収
集
」と「

刻
々
と
変
わ
る
状
況
の

見
極
め
」が
重
要
で
あ
る

と
考
え
、情
報
は
常
に
新

し
い
も
の
を
継
続
的
に

入
手
し
、組
織
と
し
て
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
対

応
が
出
来
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。　
　

　

　

　
　
　

ス
ー
パ
ー
サ
ン

　
　
　

シ
・
カ
イ
ン
ズ
前
と

い
っ
た
大
型
店
舗
前
の

道
路
の
交
差
点
等
に
お

い
て
今
だ
に
事
故
が
多

発
し
て
い
る
。
交
差
点

内
の
カ
ラ
ー
舗
装
だ
け

コロナ禍における町単独の
補助事業延長の考えは

現在それぞれの事業で
設定している期間をもって終了と考える（町長）

　　
　
　
　

水
道
基
本

　
　
　
　
　

料
金
無
料
の

　
　
　

期
間
が
延
長
さ
れ

　
　
　

１
年
間
と
な
っ
た

　
　
　

が
今
後
の
考
え
は
。

　　
　
　

現
在
は
、コ
ロ
ナ

に
よ
り
大
き
く
影
響
を

受
け
た
方
に
対
し
て
補

助
す
る
考
え
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
水
道
基
本
料

金
０
円
の
特
例
措
置
」に

つ
い
て
は
、１
年
間
を
も

って
終
了
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。　　
　
　
　
　

　　
　
　

新
生
児
臨
時
特

　
　
　

別
給
付
の
補
助
に

つ
い
て
も
令
和
３
年
４

月
１
日
ま
で
の
期
間
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
ま
で

延
長
と
な
っ
た
が
今
後

の
考
え
は
。　　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

基
準
日
以
降
出

生
し
た
、同
学
年
の
新
生

児
を
抱
え
る
世
帯
に
臨

時
的
か
つ
特
別
な
支
給

を
行
っ
て
い
る
が
、令
和

町
長

問
問 答

町
長

答

３
年
４
月
２
日
以
降
出

生
の
新
生
児
に
対
し
て

の
延
長
は
今
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

他
の
事
業
に
つ

　
　
　

い
て
の
考
え
は
。　

　
　
　

他
の
町
独
自
の

補
助
事
業
等
の
支
援
策

と
し
て
は
、「
子
育
て
世

帯
及
び
ひ
と
り
親
世
帯

応
援
給
付
事
業
」、「
社

会
福
祉
施
設
等
支
援
給

付
金
事
業
」、「
就
学
援

助
の
拡
充
と
し
て
、臨
時

休
校
中
の
給
食
費
支
給

事
業
」、「
中
小
企
業
等

経
営
持
続
化
給
付
金
事

業
」、「
中
小
企
業
支
援

セ
ー
フ
テ
ィ―

ネ
ッ
ト
保

証
料
補
助
事
業
」な
ど

で
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、

各
事
業
で
設
定
し
て
い

る
期
間
を
も
っ
て一
旦
は

事
業
の
終
了
と
考
え
る
。

問

町
長

答

　
　
　

昨
年
国
か
ら
の

　
　
　

補
助
で
一
人
一
律

10
万
円
の
補
助
が
あ
っ

た
が
、
今
後
町
単
独
で

一
人
一
律
い
く
ら
か
と

い
っ
た
補
助
の
考
え
は
。

　

　

　
　
　

令
和
３
年
１
月

に
発
令
さ
れ
た「
緊
急
事

態
宣
言
」（
第
２
回
目
）

時
に
お
い
て
は
、社
会
経

済
へ
の
影
響
が
、少
な
く

な
る
よ
う
な
諸
施
策
の

実
施
が
さ
れ
て
お
り
、支

援
を
必
要
な
方
へ
の
支

援
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、町
民
皆
様
へ

の一
律
の
支
援
金
に
つ
い

て
も
、今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。　　
　
　
　

　
　
　

今
後
、
コ
ロ
ナ

　
　
　

の
ワ
ク
チ
ン
接
種

等
大
き
な
課
題
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
る
が
、

今
後
考
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
。　　
　
　
　
　
　
　

問再

町
長

答

で
は
な
く
、
交
差
点
手

前
に
目
立
つ
よ
う
な
塗

装
・
看
板
等
設
置
す
る

と
い
っ
た
よ
う
な
安
全

対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

店
舗
周
辺
の
交

差
点
に
は「
止
ま
れ
」の

道
路
標
識
や
、「
停
止
線

」、「
横
断
歩
道
」な
ど
の

路
面
標
示
が
県
公
安
委

員
会
に
よ
り
設
置
さ
れ
、

町
と
し
て
も
、店
舗
周
辺

の
交
差
点
の
必
要
な
箇

所
に
、カ
ラ
ー
舗
装
や
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置（
町

内
全
体
で
過
去
３
年
間

に
、カ
ラ
ー
舗
装
を
20
ヵ

所
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
23

ヵ
所
整
備
）停
止
線
予
告

や
減
速
路
面
標
示
、交

差
点
注
意
の
道
路
標
示

や
看
板
設
置
を
行
う
な

ど
、交
通
安
全
対
策
に

努
め
、今
後
も
道
路
交

通
の
状
況
に
注
視
し
な

が
ら
、運
転
者
の
安
全
意

識
の
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、安
全
な
交
通
環

境
の
確
保
に
つ
と
め
る
。

町
長

答

問

副
町
長

答
事故が絶えない町内

道路交差点の安全対策は

運転者の安全意識の啓発とともに
交通環境の確保に努める（町長）

町としてSDGｓ(持続可能な開発目標)の
推進、取り組みは

一般質問

SDGｓの趣旨を理解し、行動できるよう
情報発信と啓発に取り組む（町長）

SDGsカラーホイール

国が作成したパンフレット表紙

持続可能な開発目標
(SDGｓ)と日本の取組

安藤 邦晃 議員

再答

答

再

問

答

答

一般質問



問

問

施

政

方

針

施

政

方

針

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

定

例

会

定

例

会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

一

般

質

問

川越町議会だより 令和3年5月21日発行 12川越町議会だより令和3年5月21日発行13

一般質問 一般質問

一

般

質

問

新婚カップルが当町に新居を
構えてもらうための施策は

子育てに関する施策維持・強化が
人口の維持につながるものと考える（町長）

早川 茂樹 議員

撮影パネルの例
「お祝いメモリアルボード」

（愛知県刈谷市）

撮影パネルの例
「特設ブース」

（愛知県刈谷市）

図書室は住民サービスの場に
なっているか

誰もが本に親しむ機会を
提供する場所になっている（教育長）

再

再

再

　
　
　
　
　
　
　

図
書
室
(
館
)　

　
　
　
　
　

は
知
的
生
産
の
原

　
　
　

点
の
場
で
あ
る
が
、　

　
　
　

当
町
の
図
書
室
は
そ　

　
　
　

の
役
割
を
担
っ
て
い
る

　
　
　

か
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

蔵
書
数
、
開
架
図
書

数
、
閉
架
図
書
数
は
。　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

 

令
和
元
年
度
末
に
お

い
て
、蔵
書
数
は
６
万
１
千

３
８
５
冊
、開
架
図
書
数
は

３
万
３
千
７
２
４
冊
、閉
架

図
書
数
は
、２
万
７
千
６
６

１
冊
。　　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　

閉
架
書
庫
に
入
れ

　
　
　
　

る
基
準
は
。　　
　
　
　

　　
　
　
　
　
一般
図
書
は
受
け
入

れ
後
５
年
、児
童
書
は
５
年

か
ら
１０
年
、法
律
や
経
済
、医

学
ま
た
は
自
然
科
学
関
係
な

ど
に
つ
い
て
は
、法
律
改
正
や

新
事
実
の
発
見
、ま
た
は
社

会
状
況
の
変
化
や
新
版
発
行

な
ど
、情
報
が
古
く
な
れ
ば

５
年
よ
り
前
に
閉
架
書
庫
に

移
動
す
る
こ
と
が
あ
る
。一方

で
定
番
や
人
気
作
家
の
本
あ

る
い
は
人
気
作
品
に
つ
い
て

は
古
く
て
も
開
架
の
ま
ま
に

し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

閉
架
書
庫
は
ど
こ

　
　
　

に
何
か
所
あ
る
の
か
。

　
　
　

図
書
室
内
の
閉
架

書
庫
に
２
万
７
５
３
冊
、図

書
室
以
外
の
閉
架
書
庫
と
し

て
２
階
の
倉
庫
に
２
か
所
、１

千
８
２
９
冊
、５
千
７
９
冊

あ
る
。　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

平
成
27
年
９
月
議

　
　
　

会
で
閉
架
書
庫
を
聞

い
た
時
に
１
か
所
は
機
械

室
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。
場

所
は
ど
こ
か
。　　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
２

階
の
回
廊
の
端
っ
こ
の
１
部

分
を
倉
庫
に
し
て
い
る
。５

千
７
９
冊
は
そ
の
倉
庫
に
入

っ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　

町
長

　
　
　
　

 

平
成
27
年
第
３
回

　
　
　

定
例
会
で
複
合
施
設

が
完
成
す
る
ま
で
図
書
室

は
現
状
の
ま
ま
か
と
い
う

私
の
質
問
に
対
し
て
当
時

の
稲
田
教
育
長
の
回
答
は
、

現
状
の
ま
ま
だ
が
、
(
複
合

施
設
の
時
期
が
ど
う
な
る

か
に
に
よ
っ
て
)
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
副
町

長
で
あ
っ
た
現
城
田
町
長

は
、
閉
架
書
庫
に
本
が
た
く

さ
ん
あ
る
よ
う
な
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

い
う
回
答
だ
っ
た
。
ど
の
よ

う
な
形
で
検
討
さ
れ
て
き

た
の
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　　
　
　

 
 

改
修
に
か
か
る
経
費

や
施
設
の
利
用
状
況
を
検
討

し
た
結
果
、さ
ら
に
も
っ
と
進

め
て
検
討
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
。検
討
は
生
涯

学
習
課
、教
育
長
は
じ
め
い

ろ
ん
な
方
に
相
談
し
て
い
る
。

今
後
、引
き
続
き
検
討
し
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。　

　
　
　

町
長
の
施
政
方
針

　
　

 

演
説
の
中
に
「未
来
に

つ
な
が
る
町
」
と
い
う
言
葉

が
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を

実
現
す
る
に
は
文
化
レ
ベ

ル
を
上
げ
る
、
文
化
施
設
を

整
え
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ハ
ー
ド
面
で
は
前
に

進
ん
で
い
な
い
状
況
だ
が
、ソ

フ
ト
面
に
お
い
て
当
町
の
文

化
の
発
展
の
た
め
、読
書
を
進

め
て
い
き
た
い
。　　
　
　
　

教
育
長

問答
生
涯
学
習
課
長

答

教
育
長

答
教
育
長

答 問

生
涯
学
習
課
長

答答

再

　
　
　
　

今
の
と
こ
ろ
、
当
町

　
　
　

は
近
隣
市
町
と
比
較

し
て
も
、
人
口
は
増
加
傾
向

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
を
考
え
る
と
当
町
で

も
高
齢
化
率
は
上
昇
し
、
２

０
４
０
年
以
降
は
人
口
も

減
少
傾
向
に
転
じ
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
今
か
ら
人
口
を
維
持
し

て
い
く
対
策
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。　
　
　
　

そ
こ
で
、
住
み
・
産
み
・
育
て

る
と
い
う
生
活
の
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
も
、
人
口
維
持
に

特
に
重
要
な
こ
と
は
、
「
ま

ず
は
住
ん
で
も
ら
う
」
と
い

う
「
移
住
」
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
何
を
行
う
か
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
ま
ず
は
、
直
近
3
年

の
婚
姻
件
数
は
。　　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
が
１

　
　
０
４
件
、令
和
元
年
が

　
　
１
０
７
件
、令
和
２
年
が

　
　
90
件
。　　
　
　
　
　

　
　
　

令
和
３
年
度
よ
り

　
　
　

結
婚
新
生
活
支
援
事

業
補
助
金
の
条
件
が
緩
和

さ
れ
、
更
に
利
用
者
に
は
メ

リ
ッ
ト
が
増
え
て
使
い
や
す

く
な
る
が
活
用
す
る
考
え

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

　

　

　
　
　
　

子
育
て
に
関
す
る
施

策
維
持
・
強
化
が
人
口
の
維

持
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
、

現
時
点
で
は
活
用
の
考
え
は

な
い
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

結
婚
を
祝
福
す
る

　
　
　

た
め
の
施
策
は
拡
が

り
を
見
せ
て
い
る
。
例
え
ば
、

婚
姻
届
を
提
出
す
る
９
割

の
カ
ッ
プ
ル
が
記
念
撮
影
を

す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
記

念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

や
撮
影
パ
ネ
ル
を
用
意
し

た
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届

の
作
成
す
る
と
い
う
よ
う

な
、
当
町
独
自
の
取
り
組
み

の
考
え
は
。　　
　
　
　
　
　
　
　

町
長

町
長

　

　

　

　
　
　

 

他
市
町
の
利
用
状
況

を
参
考
と
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

 

　
　
　

若
者
が
結
婚
に
踏

　
　
　

み
切
れ
な
い
理
由
と

し
て
結
婚
資
金
が
原
因
と

回
答
さ
れ
た
方
が
、
男
性
４３

.
３
％
、
女
性
４１
.
９
％
と
な

っ
て
お
り
、
更
に
結
婚
を
希

望
す
る
人
に
対
し
て
行
政

に
実
施
し
て
ほ
し
い
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
結
婚
や

住
宅
に
対
す
る
資
金
貸
与
、

補
助
支
援
を
上
げ
た
方
が

４２
.
３
％
に
も
な
る
。
第
７

次
総
合
計
画
の
将
来
人
口

に
関
し
て
「
移
住
定
住
の
促

進
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
私

は
結
婚
を
支
援
す
る
こ
と

が
移
住
定
住
の
促
進
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
が
、
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
補
助
金

を
活
用
す
る
考
え
は
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
替

わ
る
別
の
施
策
は
考
え
て

い
る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　

町
長

　
　
　
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
定
住
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。　

企
画
情
報
課
長

問答

問

答

答

栁川 平和 議員

答

総合センター2階にある外の閉架書庫



施

政

方

針

施

政

方

針

新
年
度
予
算

新
年
度
予
算

定

例

会

定

例

会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

一

般

質

問
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一

般

質

問

障害者等就労を目指す農福連携の今後は

公的な事業を実施できる主体を
公正に選定していく（町長）

一般質問 一般質問

寺本 由美 議員 　
　
　
　

 

川
越
町
障
害
者

　
　
　

等
就
労
環
境
整
備

事
業
が
進
み
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
試
行
的
栽
培
が

行
わ
れ
て
い
る
。
事
業

の
状
況
は
。　　
　
　
　
　
　

　　
　
　

町
内
に
あ
る
Ｊ

Ａ
所
有
の
育
苗
ハ
ウ
ス
の

一
部
を
借
り
て
、試
験
的

に
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
行

っ
て
い
る
。令
和
元
年
度

に
は
夏
場
に
25
鉢
試
行

的
栽
培
を
行
い
、育
成

状
況
を
観
察
し
課
題
を

抽
出
。　
　
　
　
　
　

　

令
和
２
年
度
は
秋
か

ら
春
の
寒
い
時
期
に
１
２

７
鉢
を
栽
培
し
、作
業

環
境
や
問
題
点
を
抽
出

し
て
今
後
の
改
善
に
つ
な

げ
た
い
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

試
行
的
栽
培

　
　
　
　

の
販
売
方
法

　
　

は
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

 

令
和
３
年
度

　

 

も
引
き
続
き
株
数
を

町
長

問
問

答

増
や
し
試
行
的
栽
培
を

行
い
、施
設
の
整
備
等
に

向
け
て
進
め
た
い
。販
売

方
法
は
、安
定
的
な
収

穫
が
見
込
め
な
い
た
め

予
約
に
よ
る
購
入
が
現

状
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

就
労
継
続
支
援

　
　
　

事
業
の
雇
用
は
。　

　

　

　
　
　
育
苗
ハ
ウ
ス
で
の

収
穫
や
パッ
ク
詰
め
作
業

な
ど
を
、町
内
２
ヶ
所
の

Ｂ
型(※

)

事
業
所
通
所

者
が
施
設
外
就
労
と
し

て
手
伝
っ
て
い
る
。　
　

　

　

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
気

　
　
　

を
つ
け
て
い
る
こ

と
は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

全
員
が
体
調
観

察
や
体
温
測
定・手
指
の

消
毒
、マ
ス
ク
着
用
し
感

染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

作
業
で
は
収
穫
者
に
指

導
員
が
つ
く
が
、出
荷
用

問問

町
長

答
町
長

答

パ
ッ
ク
に
貼
る
シ
ー
ル
切

り
な
ど
は
離
れ
た
場
所

で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に

感
染
防
止
対
策
を
実
施
。

　
　
　

障
害
者
就
労
支

　
　
　

援
事
業
所
の
立
ち

上
げ
や
企
業
と
連
携
し

て
事
業
拡
大
を
考
え
て

い
る
の
か
。　　
　
　
　
　
　

　
　
　

障
害
者
就
労
支

援
事
業
所
の
立
ち
上
げ

運
営
は
考
え
て
い
な
い
。

公
的
事
業
を
実
施
で
き

る
主
体
を
公
正
に
選
定

し
て
い
き
た
い
。　
　
　

　
　
　

生
涯
現
役
社
会

　
　

 

を
目
指
し
て
高
齢

者
等
の
就
労
機
会
の
場

の
提
供
は
。　　
　
　
　
　
　

　
　
　

試
行
的
栽
培
に

こ
と
ぶ
き
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
が
施
設
管
理
を
行

っ
て
い
る
。今
後
も
高
齢

者
等
の
就
労
機
会
を
含

め
町
民
の
方
々
に
関
わ
っ

問

問

問

町
長

答
町
長

答

※

Ｂ
型
と
は　
　
　
　

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

の
事
で
、通
常
の
事
業
所

に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が

困
難
な
就
労
経
験
の
あ

る
方
な
ど
に
対
し
、生
産

活
動
な
ど
の
機
会
の
提

供
、知
識
及
び
能
力
の

向
上
の
た
め
の
訓
練
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
。　　
　

　
　
　

施
設
の
老
朽
化

　
　
　

が
進
み
、
修
繕
の

必
要
箇
所
が
増
え
て
い

る
。
立
地
場
所
や
駐
車

ス
ペ
ー
ス
も
課
題
。
活

動
拠
点
と
な
る
施
設
の

整
備
は
進
ん
で
い
る
の

か
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

場
所
を
移
転
し

施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。候
補
地
の
選
定
も

含
め
土
地
等
鑑
定
料
を

令
和
３
年
度
予
算
に
上

程
。　
　
　
　
　
　
　

町
長

答

ボランティア拠点施設の整備は

場所を移転し施設整備を進めていく（町長）

て
い
た
だ
け
る
施
設
に
し

て
い
き
た
い
。　　
　
　

コロナ禍が長期化する中で、
生活福祉資金の利用状況は

緊急小口資金の利用者は８４人、
総合支援資金の利用者は１２人（町長）

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
が

　
　
　
　
　

長
期
化
す
る

　
　

中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
　

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

　
　

の
影
響
で
収
入
が
減

　
　

っ
た
人
を
対
象
と
す

　
　

る
生
活
福
祉
資
金
(

緊
急
小
口
資
金
、
総
合

支
援
資
金
)
の
利
用
状

況
と
相
談
体
制
は
。　　
　

　

　

　

　

　
　
　
　

緊
急
小
口
資
金

の
利
用
者
は
84
人
。総

合
支
援
資
金
の
利
用
者

は
12
人
。相
談
体
制
は
２

名
で
行
っ
て
い
る
。１
名

は
社
会
福
祉
士
・
介
護

福
祉
士
・ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー・ヘ
ル
パ
ー
３
級
の
４

つ
の
有
資
格
者
、も
う
１

名
は
社
会
福
祉
士
。ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
の

有
資
格
者
で
相
談
者
の

状
況
に
合
わ
せ
た
最
も

適
切
な
支
援
内
容
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
る
。　　

　
　
　
　
　
　

町
長

問

答

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

　
　
　

イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
失
業
等
で

住
居
を
失
う
恐
れ
の
あ

る
方
に
家
賃
補
助
等
の

生
活
支
援
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

三
重
県
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
自
立
相
談
支
援
事

業
の
中
に
住
居
確
保
給

付
金
制
度
が
あ
る
。こ
の

制
度
は
一
定
期
間
家
賃

相
当
額
の
支
給
が
受
け

ら
れ
る
。住
ま
い
を
失
っ

た
方
に
は
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
の一時
生

活
支
援
に
て一定
期
間
衣

食
住
の
日
常
生
活
に
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
。ま
た
、困
窮
の
程
度

に
応
じ
て
生
活
保
護
の

相
談
に
繋
ぐ
場
合
も
あ

る
。町
と
し
て
は
こ
れ
ら

の
支
援
が
あ
る
た
め
家

賃
補
助
等
の
生
活
支
援

は
考
え
て
い
な
い
。　
　

　

　

　

問

問

町
長

答

　
　
　
　

低
所
得
の
ひ
と

　
　
　

り
親
家
庭
へ
の
支

援
強
化
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
厳
し
い
状
況
に
あ
る

ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す

る
給
付
金
支
給
な
ど
、

中
長
期
的
な
自
立
に
つ

な
が
る
よ
う
就
労
支
援
、

居
住
支
援
な
ど
総
合
的

な
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
で
き
る
か
。　　

　
　
　
　

緊
急
経
済
対
策

と
し
て
子
育
て
世
帯
に

対
し
、町
独
自
の
給
付

金
事
業
と
し
て
、児
童
手

当
支
給
対
象
者
の
子
ど

も
１
人
に
つ
き
１
万
円

支
給
を
、子
育
て
と
仕
事

を
ひ
と
り
で
担
う
ひ
と

り
親
家
庭
の
子
育
て
負

担
の
増
加
に
対
す
る
支

援
と
し
て
、さ
ら
に
２
万

円
を
上
乗
せ
し
て
支
給

を
終
え
て
い
る
。ひ
と
り

親
家
庭
の
厳
し
い
状
況

を
踏
ま
え
適
切
な
支
援

が
受
け
れ
る
よ
う
関
係

機
関
に
繋
げ
て
い
く
。　

町
長

答

コロナ禍における住まいの確保・居住支援の強化は

三重県社会福祉協議会が実施している自立相談支援事業の
なかに住居確保給付金制度がある（町長）

低所得者のひとり親家庭への支援強化は

町独自の給付金事業として上乗せして、
すでに支給を終えている（町長）

松岡 政敬  議員

町
長

答
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一般質問

一

般

質

問

災害等断水時における飲料水、
生活水(水洗トイレ)の確保は、対応対策は

町民４９日分の飲料水確保、非常備蓄品の
準備につき周知啓発に努める（町長）

貯水機能付給水管装置に補助金制度等設けては

補助金制度は考えていないが今後は普及状況や
周辺市町の状況を注視（町長）

（町の元気な人について）町内でまだまだたくさん
活動されている方々のご紹介を引き続きお願いいたします。
（町の元気な人について）町内でまだまだたくさん
活動されている方々のご紹介を引き続きお願いいたします。

表紙の写真ですが、
一度町民の方に募集
されてみてはいかが
でしょうか？

表紙の写真ですが、
一度町民の方に募集
されてみてはいかが
でしょうか？

モニターの皆さまからのご意見

Ｑ＆Ａの質問の文字が見にくい、
背景にうすくオレンジ色にして文字は
黒色の方が読みやすいのではないでしょうか。
文字の大きさは良いと思います。

Ｑ＆Ａの質問の文字が見にくい、
背景にうすくオレンジ色にして文字は
黒色の方が読みやすいのではないでしょうか。
文字の大きさは良いと思います。

私たち住民にとって必要であったり大切な情報がたくさん載っていますが、
どうしても「広報かわごえ」より堅かったり難しそうな印象を受けてしまうので
とてももったいないと思います。モニターになって初めてしっかりと読むように
なりました。皆さんが思わず紙をめくりたくなるようなレイアウトなど
工夫していけると、より良い情報誌になっていくのではないかと思います。

私たち住民にとって必要であったり大切な情報がたくさん載っていますが、
どうしても「広報かわごえ」より堅かったり難しそうな印象を受けてしまうので
とてももったいないと思います。モニターになって初めてしっかりと読むように
なりました。皆さんが思わず紙をめくりたくなるようなレイアウトなど
工夫していけると、より良い情報誌になっていくのではないかと思います。

KOE
こえ コエ

子ども家庭課が新設されることを知らない人も
多いと思います。業務内容とともに
周知できる取組みがあればと思います。

モニターをするようになってから、
議会だよりをしっかり読むようになりました。
正直おもしろいとまでは思いませんが、
このページは読んでおいた方がいいなと
思うページが出来ました。

モニターをするようになってから、
議会だよりをしっかり読むようになりました。
正直おもしろいとまでは思いませんが、
このページは読んでおいた方がいいなと
思うページが出来ました。

私達モニターの意見に耳を傾けて頂き、議会だよりの１ページを使って
町民の方々に活動報告や調査の結果を示していただいているので
私は大変うれしく思っています。
引き続きこれからもこのような取組みの継続、お願いします。

問

問

再

　
　
　
　

飲
料
水
の
保
有
水
量

　
　

は

。　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　

朝
明
配
水
場
の
タ
ン

ク
１
，０
０
０
ｔ
、埋
縄
配
水

場
の
タ
ン
ク
１
，１
２
５
ｔ
、南

北
小
学
校
緊
急
貯
水
槽
各

60
ｔ
、合
計
２
，２
４
５
ｔ
、一

人
３
ℓ
の
必
要
飲
料
水
使
用

計
算
で
当
町
人
口
割
で
49
日

間
の
飲
料
水
確
保
。　
　
　

　
　
　
　

発
災
直
後
よ
り
数

　
　
　

日
間
が
非
常
に
重
要

と
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
状

況
の
中
確
保
さ
れ
て
い
る

飲
料
水
を
ど
の
様
な
方
法

で
給
水
す
る
の
か
。　
　
　
　

　
　
　
　

町
の
保
有
す
る
給
水

タ
ン
ク
及
び
応
援
協
定
に
よ

る
給
水
車
を
利
用
。配
水
場

で
は
給
水
袋
に
よ
る
配
布
。

　

今
後
も
他
の
事
例
等
参

　

考
に
給
水
方
法
を
検
討

　

し
て
い
く
。　　
　
　
　

　

　

　
　
　

生
活
水
(
水
洗
ト
イ

　
　
　

レ
)
の
利
用
に
つ
い
て

下
水
道
管
が
利
用
で
き
る

場
合
、
出
来
な
い
場
合
、
ど

の
様
な
対
応
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

利
用
で
き
る
場
合
、

自
助
の一
例
と
し
て
風
呂
の

水
を
貯
め
て
頂
き
利
用
に
心

掛
け
て
頂
き
た
い
。利
用
出

来
な
い
場
合
、自
助
と
し
て

各
家
庭
で
携
帯
ト
イ
レ
、簡

易
ト
イ
レ
を
準
備
し
て
頂
き

た
い
。又
、災
害
時
に
必
要
な

非
常
備
蓄
品
の
準
備
に
つ
い

て
周
知
啓
発
に
努
め
る
。

　
　
　

 
水
道
の
復
旧
に
つ
い

　
　

 

て
は
日
本
水
道
協
会
の

支
援
を
受
け
る
と
の
事
だ

が
下
水
道
の
復
旧
に
つ
い

て
の
対
策
は
。　
　
　
　
　
　
　

　　
　

 

水
道
と
同
様
応
急
復

旧
の
た
め
の
必
要
な
業
務
を

支
援
し
て
頂
き
早
期
復
旧
を

行
う
。　　
　
　
　
　
　
　

上
下
水
道
課
長

町
長

　
　
　
　

発
災
直
後
か
ら
始

　
　
　

ま
る
飲
料
水
不
足
、
発

災
か
ら
数
日
間
が
最
重
要

視
さ
れ
る
中
、
又
一
回
目
の

質
問
も
鑑
み
て
、
貯
水
機
能

付
き
給
水
管
装
置
(
１
２
０

ℓ
)
が
あ
り
４
人
家
族
で
３

日
間
(
生
活
水
を
含
む
)
飲

料
水
だ
け
な
ら
一
週
間
の

飲
料
水
確
保
が
家
庭
内
で

出
来
る
補
助
金
制
度
等
設

け
る
事
は
出
来
な
い
か
。

　
　

 

補
助
金
制
度
は
考
え

て
い
な
い
が
、今
後
貯
水
機

能
付
き
給
水
管
装
置
の
普

及
状
況
や
周
辺
市
町
の
状
況

等
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

町
長

問答
上
下
水
道
課
長

答

答
町
長

答 問

答



各
委
員
会
の
構
成

議
案
等
の

　
あ
ら
ま
し

　
　
　

議
案
等
の

　
あ
ら
ま
し

寺本 清春 議長

山下 裕矢 副議長

監査委員
松岡 正敬 議員 

就
任
の
あ
い
さ
つ

総
務
建
設
常
任
委
員
会

議
　
　
案

　
こ
の
た
び
の
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、私
た

ち
は
、町
議
会
の
議
長
、副
議
長
の
要
職
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

そ
の
重
責
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、監
査
委
員・各
委
員
会
の
構
成・一部

事
務
組
合
議
会
議
員
な
ど
も
決
ま
り
、新
体

制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、町
民
の
皆
さ
ま
の
代
表
と
し
て
、

議
会
の
使
命
で
あ
る
行
政
の
チ
ェッ
ク
機
関
と

し
て
、健
全
な
行
政
運
営
の
推
進
に
努
め
、一

層
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
、議
会
運
営
を

行
い
、職
務
の
遂
行
に
全
力
で
ま
い
進
す
る
所

存
で
す
。

　
今
後
も
、一層
の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
　
専
決
処
分
に
つ
い
て
(
川
越
町
税

条
例
等
の
一
部
改
正
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
準
用
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
関

係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。
　
　
　
　

◎
　
川
越
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
準
用
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
関

係
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
。
　
　
　
　

◎
　
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第1回臨時会での議決結果

議会議員職務分担表

全会一致の案件

専決処分について(川越町税条例等の一部改正)

準用する法律の改正に伴い関係条例の改正を行うもの。

準用する法律の改正に伴い関係条例の改正を行うもの。

川越町税条例の一部改正について

監査委員の選任について

件　　名 結果

承認

可決

同意

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委 

員 

長

副
委
員
長

委
　    

員

委
　    

員

委
　    

員

委
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川越町議会だより 令和3年5月21日発行 18川越町議会だより令和3年5月21日発行19

第1回臨時会 議会役員を選出
　第１回臨時会が５月７日に行われた。

　投票の結果、議長に寺本清春議員、副議長に山下裕矢議員をそれぞれ選出した。

　その後、監査委員、各常任委員、議会運営委員、議会広報特別委員、一部事務組

合議員等を選出した。

　また、議案３件、発議３件を審議し、全てを原案可決した。

令和3年 第2回 定例会予定

136/7 9 10 11 128

2014 16 17 18 1915

本会議

(開会)

総務建設

常任委員会

教育民生

常任委員会

本会議

(閉会)

 傍聴することで町政への知識を深め、町議

会の活動方針を知ることができます。また、

本会議当日は、役場1階ロビーのテレビにて、

議会の模様をご覧いただけます。　　　　　　　

 町のホームページでは、過去の会議録(本会

議のみ)が閲覧できます。　　　　　　　　　　　　　
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